


　1955年の元旦、挙母工場(現・トヨタ自動車本社工場)で新しい乗用車の出荷式が行われました。1週間
後に東京で行われた発表会には1万8千人の人が訪れ、大盛況でした。その2年前の1953年、トヨタ自動車
の技術部に主査室が設置され、所属する車両主査がエンジン、車両の設計から生産準備まで機能横断的
に進める主査制度が発足しました。豊田喜一郎が急逝した翌年のことです。

　既に開発が始まっていた新しい乗用車は、この新制度のもと、豊田佐吉、喜一郎から受け継がれた研究
と創造の精神により自主開発を加速させます。市場調査を踏まえ、シャシーはトラックの流用ではなく乗用車
専用ボディと一体設計。そして、設計技術者と生産技術者の共同作業により、日本の道路や使用状況に
対応した独自の技術を採り入れ開発・生産を進めていきます。こうして自助努力で誕生させた新しい
乗用車はトヨペット・クラウンと名付けられ、1955年1月に発売されました。

　この程リニューアルオープンした自動車館の2階では、このような自動車開発技術について1950年代
以降、年代順にご覧いただけるようにしました。自動車事業創業期の様子を紹介する「決意」「挑戦」
「邁進」エリア、戦時下と戦後のモノづくりの様子を紹介する「再興」エリアに続いて、さまざまな社会的課題
に対応し、「チャレンジ」を重ねてきた様子を紹介しています。

　「是非、多くの人、特に日本に住む子供たちに見せてほしい。日本の先人たちの知恵や努力、功績などを
次の世代の子供たちに伝え、夢や希望を与えてください。次回は子供を連れて行きたい。」

　当館に設置しているアンケートBOXに寄せられた
来館者の声です。このような声に支えられ、昨年は
約46万人のお客様にお越しいただきました。心より
感謝申し上げます。

　これからも、おもてなしの心を大切にして皆様を
お迎えし、笑顔をお持ち帰りいただけるよう、スタッフ
一同、一層の努力を重ねてまいります。どうぞよろ
しくお願いいたします。






























